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販売用資料

■当資料は、投資者の皆様に「オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド（愛称：ＡＡフォーカスリート） Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／
Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）／Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）」へのご理
解を深めていただくことを目的として、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当
資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。

2018年7月26日

ちばぎんアセットマネジメント株式会社

愛称 ：AAフォーカスリート
オーストラリア・アジアREITファンド

Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）
Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）

分配の推移（１万口あたり、税引前）

設定来合計 675円 2月 25円

2017年10月 325円 3月 25円

11月 25円 4月 25円

12月 25円 5月 25円

2018年1月 25円 6月 25円

要因分解

基準価額及び純資産総額の推移
（対象期間：2017年2月1日～2018年6月29日）

※基準価額は、信託報酬控除後です。
※基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
※設定来騰落率は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
※分配金額は、委託者が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。
※分配実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
※要因分解は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありません。傾向を知るための参考値としてご覧ください。

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

基準価額 10,441円

純資産総額 7.48億円

設定来騰落率 11.14%

2018年6月29日時点

Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）

運用実績

米国を中心として世界経済が拡大傾向となっています。一方、世界的にリートは、米国の金融政策の

動向に敏感となっており、影響を受ける場面がみられています。本資料では、景気拡大や金利上昇と

リートの関係のほか、足元の市況動向や今後の見通しについてご説明いたします。
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＜設定日以降の基準価額変動の要因分解＞

リートオーストラリア

リートアジア

為替オーストラリア

為替アジア

分配金

その他

対象期間：2017年2月1日～2018年6月29日（円）



販売用資料

■当資料は、投資者の皆様に「オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド（愛称：ＡＡフォーカスリート） Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／
Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）／Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）」へのご理
解を深めていただくことを目的として、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当
資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。

オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド [愛称：ＡＡフォーカスリート]
Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）
Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）
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分配の推移（１万口あたり、税引前）

設定来合計 550円 2月 10円

2017年10月 210円 3月 10円

11月 10円 4月 210円

12月 10円 5月 10円

2018年1月 10円 6月 10円

要因分解

※基準価額は、信託報酬控除後です。
※基準価額（分配金再投資）は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
※設定来騰落率は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
※分配金額は、委託者が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。
※分配実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
※要因分解は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありません。傾向を知るための参考値としてご覧ください。
※要因分解の「その他」には為替ヘッジプレミアム／コスト等を含みます。

基準価額 10,605円

純資産総額 1.65億円

設定来騰落率 11.67%

2018年6月29日時点

Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）

運用実績 基準価額及び純資産総額の推移
（対象期間：2017年2月1日～2018年6月29日）

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

米国を中心として世界経済が拡大傾向となっています。一方、世界的にリートは、米国の金融政策の

動向に敏感となっており、影響を受ける場面がみられています。本資料では、景気拡大や金利上昇と

リートの関係のほか、足元の市況動向や今後の見通しについてご説明いたします。
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＜設定日以降の基準価額変動の要因分解＞
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分配金
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（円） 対象期間：2017年2月1日～2018年6月29日



販売用資料

■当資料は、投資者の皆様に「オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド（愛称：ＡＡフォーカスリート） Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／
Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）／Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）」へのご理
解を深めていただくことを目的として、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当
資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。

オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド [愛称：ＡＡフォーカスリート]
Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）
Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）

3/13

分配の推移（１万口あたり、税引前）

設定来合計 0円

2017年4月 0円

10月 0円

2018年4月 0円

要因分解

※基準価額は、信託報酬控除後です。
※分配金額は、委託者が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。
※分配実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
※要因分解は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありません。傾向を知るための参考値としてご覧ください。

基準価額 11,103円

純資産総額 7.84億円

設定来騰落率 11.03%

2018年6月29日時点

Ｃコース（為替ヘッジなし・年2回決算型）

基準価額及び純資産総額の推移
（対象期間：2017年2月1日～2018年6月29日）

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

運用実績

米国を中心として世界経済が拡大傾向となっています。一方、世界的にリートは、米国の金融政策の

動向に敏感となっており、影響を受ける場面がみられています。本資料では、景気拡大や金利上昇と

リートの関係のほか、足元の市況動向や今後の見通しについてご説明いたします。
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＜設定日以降の基準価額変動の要因分解＞
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対象期間：2017年2月1日～2018年6月29日
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販売用資料

■当資料は、投資者の皆様に「オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド（愛称：ＡＡフォーカスリート） Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／
Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）／Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）」へのご理
解を深めていただくことを目的として、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当
資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。

オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド [愛称：ＡＡフォーカスリート]
Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）
Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）
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分配の推移（１万口あたり、税引前）

設定来合計 0円

2017年4月 0円

10月 0円

2018年4月 0円

要因分解

※基準価額は、信託報酬控除後です。
※分配金額は、委託者が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあります。
※分配実績は、将来の分配金の水準を示唆あるいは保証するものではありません。
※要因分解は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありません。傾向を知るための参考値としてご覧ください。
※要因分解の「その他」には為替ヘッジプレミアム／コスト等を含みます。

基準価額 11,205円

純資産総額 1.48億円

設定来騰落率 12.05%

2018年6月29日時点

Ｄコース（為替ヘッジあり・年2回決算型）

運用実績 基準価額及び純資産総額の推移
（対象期間：2017年2月1日～2018年6月29日）

※グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

米国を中心として世界経済が拡大傾向となっています。一方、世界的にリートは、米国の金融政策の

動向に敏感となっており、影響を受ける場面がみられています。本資料では、景気拡大や金利上昇と

リートの関係のほか、足元の市況動向や今後の見通しについてご説明いたします。
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＜設定日以降の基準価額変動の要因分解＞

リートオーストラリア
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対象期間：2017年2月1日～2018年6月29日（円）



販売用資料

■当資料は、投資者の皆様に「オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド（愛称：ＡＡフォーカスリート） Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／
Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）／Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）」へのご理
解を深めていただくことを目的として、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当
資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。

オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド [愛称：ＡＡフォーカスリート]
Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）
Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）
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リートの価格に影響を与える要因として、各国・地域の景気・不動産市況や、金利などが挙げられ、

他の資産同様、市場での需給や世界経済の動向にも影響を受けます。

リートの収益の

拡大期待

賃料稼働率

UP UP不動産賃借需要が
拡大した時

リートの主な収入は保有物件からの賃料収入です。景気が拡大する局面では、不動産需要の高まり

（例えば、事業拡大に向けてオフィスを拡張するなど）を背景に、稼働率や賃料の上昇が見込まれる

ため、リートの収益拡大が期待されます。

外部成長 内部成長
新規物件の

開発・取得を通じた

資産規模の拡大

保有物件の賃料や

稼働率の上昇を

通じた収益性向上

景気回復・
拡大局面

ご参考＜リートの収益成長の2つの源泉＞

リートの収益
世界経済

・米国経済の動向
・米国金融政策の動向
・欧州、中国と米国との貿易摩擦

など
金利

景気・
不動産市況

各国・地域の

リート価格

景気・不動産市況とリートの関係

リート価格に影響を与える要因について

※上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当ファンドにおける将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。

開発中のオフィスビル
「The Quayside」（香港）

香港の最大級リート リンクリート 外部成長の例

アジア、オーストラリアでは、優良リートを
中心に外部成長にも取り組んでいます。

2017年に取得した商業施設
「 Metropolitan Plaza」
（中国・広州）

リートの基礎知識

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。



販売用資料

■当資料は、投資者の皆様に「オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド（愛称：ＡＡフォーカスリート） Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／
Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）／Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）」へのご理
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資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。

オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド [愛称：ＡＡフォーカスリート]
Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）
Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）
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香港 ご参考：

米国

リートの分配金利回り

10年国債利回り

（日興アセットマネジメント株式会社が作成した資料に基づき、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成）

リートは、債券などと比較して、利回り水準が魅力的な資産として知られています。市場金利の上昇

は、リートと国債などの利回り差縮小により、利回り資産としての相対的な投資魅力低下を想起させ

ることがあります。また、資金調達コストの上昇も懸念されることなどから、リート価格を押し下げ

る場合があります。

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

※上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当ファンドにおける将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。

＜利回り差のイメージ＞

リート 債券 リート 債券

利回り差
利回り差

金利
上昇

相対的な
投資魅力低下

を想起

借入コストへの影響
市場金利の上昇に伴ない、リートの借入コストへの影響が懸念されていますが、リートの借入は、固
定・長期の借入が多いとみられ、短期的な収益への影響は大きくないと考えられます。優良リートの
一部では、今後の金利上昇などに備えた、負債比率の引き下げ、借入金利の見直しや借入期間の長期
化などの対応がみられます。
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2010 2012 2014 2016

借入の平均残存期間（左軸）

平均借入金利（右軸）

（年）

（年）

香港最大級のリート
リンクリート

シンガポール最大級のリート
キャピタランド モール

トラスト

オーストラリアの大手リート
デクサス

＜平均借入金利・借入の平均残存期間の推移＞

（2010年～2017年）

（2010年～2017年）

（2012年～2017年）

負債
比率

2010年
15.1％

2017年
11.9％

負債
比率

2010年
35.9％

2017年
34.2％

負債
比率

2012年
27.2％

2017年
26.7％

利回り資産としての影響

金利上昇とリートの関係

＜リートの分配金利回りと国債利回り＞
2018年6月末時点

2.6％利回り差 3.5％ 1.7％ 1.3％

※各資産のリスク特性はそれぞれ異なるため、
利回りだけで比較できるものではありません。

一方、市場金利の上昇が景気拡大を反映した

ものである場合、景気拡大を受け、リートの
収益が拡大すれば、リートの分配金利回り
の上昇が期待されるようになります。

各国・地域リート：S&P REIT指数の各国・地域別インデックス
（現地通貨ベース、トータルリターン）
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（日興アセットマネジメント株式会社が作成した資料に基づき、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成）

ご参考：シンガポールと香港は新興国？

オーストラリア、シンガポール、香港のリートは、米国の金融政策の動向に敏感となり、短期的に影

響を受け、軟調になる場面もみられたものの、各国・地域の景気や不動産市況、リートの収益動向を

背景に、概ね堅調な推移となっています。

＜各国・地域のリートのパフォーマンス＞

※グラフ起点を100として指数化

オーストラリア

香港

シンガポール

米国

＜各国・地域の10年国債利回りの推移＞

※政策金利誘導目標レンジの上限値を表示

（ご参考）米政策金利

オーストラリア

香港

シンガポール 米国

シンガポールと香港は、新興国ではなく、先進国と分類されることが多く、IMF（国際通貨基金）や代表

的なリート指数であるS&Pリート指数や株価指数であるMSCI指数においても先進国に分類されています。

S&Pの分類：先進国（S&P先進国リート指数）

（2014年1月初～2018年6月29日）

（2014年1月初～2018年6月29日）

ご参考：米国の利上げのオーストラリア・アジアのリートへの影響について

米国、日本、オーストラリア、英国、フランス、シンガポール、

香港、カナダ、スペイン、ベルギー、オランダ、
ニュージーランド、ドイツ、アイルランド、イタリア、

イスラエル

ＩＭＦの分類：先進国（39カ国）

米国、日本、ドイツ、英国、フランス、イタリア、カナダ、
韓国、オーストラリア、スペイン、オランダ、スイス、台湾、
スウェーデン、ベルギー、オーストリア、ノルウェー、

イスラエル、香港、アイスランド、アイルランド、
デンマーク、シンガポール

（2018年6月末現在）

など

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

（16カ国）

※S&P REIT指数の各国・地域別
インデックス（現地通貨ベース、
トータルリターン）
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（日興アセットマネジメント株式会社が作成した資料に基づき、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成）

各国・地域リート：S&P REIT指数の各国・地域別インデックス（現地通貨ベース、トータルリターン）
先進国株式：MSCI WORLD指数（現地通貨ベース、トータルリターン）

※グラフ起点を100として指数化

オーストラリア

香港

シンガポール

（ご参考）
各国・地域の

10年国債利回りの
推移

オーストラリア

香港

シンガポール
米国

（2018年1月初～2018年6月末）

（2018年1月初～2018年6月末）

A
B

（2018年2月1日～2018年2月9日） （2018年4月23日～2018年6月29日）

米国でFRB（連邦準備制度理事会）の物価

判断が引き上げられたことや、賃金の伸び
の加速などに伴なう長期金利の上昇を背景
に、金融市場が動揺するなか、投資家のリ
スク回避の動きに伴ない、世界的にリート
が売られる展開となり、オーストラリアや
アジアのリートも下落しました。

オーストラリア・アジアのリートの年初来の市況動向

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

オーストラリアのリートは、国債利回りが低下傾向となっ
たことや、小売りや産業施設リートの良好な決算に加え、
複合型リート大手が保有資産の評価額の引き上げを発表し
たことなどから、堅調に推移しました。

シンガポールのリートは、リート各社の決算は良好だった
ものの、増資の増加などを背景に、軟調となりました。
香港のリートは、2018年1-3月期の予想を上回る香港のGDP

発表を受け、景気拡大による不動産需要への好影響が意識
されたことに加え、小売り大手リートの良好な決算などを
背景に、概ね堅調な推移となりました。

A期間 B期間

＜リートの騰落率＞

-2.9%

6.1%
9.4%

1.7%

-5%

0%

5%

10%

15%

シンガポール

リート

香港

リート

オーストラリア

リート

（ご参考）

先進国株式

-5.9% -5.8%
-4.6%

-6.7%-8%

-6%

-4%

-2%

0%

シンガポール

リート

香港

リート

オーストラリア

リート

（ご参考）

先進国株式

オーストラリア・
アジアの
リートの

パフォーマンス

＜リートの騰落率＞

上記は、当ファンドの主な投資対象である、「オーストラリアリートマザーファンド」の運用を行う「日興ＡＭリミテッド」および「アジ
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ジメント株式会社が作成した資料に基づき、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成したものです。
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【ご参考】 リターン／リスク比が良好なオーストラリア・アジア

オーストラリアやシンガポール、香港のリートの過去のリターン／リスク比（単位リスク当りのリターン）

は、他の主要国・地域のリートに比べて良好となっています。

＊各国・地域のS&P REIT指数（現地通貨ベース、トータルリターン）について、リターンをリスクで除した値。
※リターンは月次騰落率の平均値、リスクは月次騰落率の標準偏差をそれぞれ年率換算した値。

＜主要国・地域のリートのリターン／リスク比＊＞
（2009年1月～2018年6月）

＜主要国・地域のリートのリターンおよびリスク＞
（2009年1月～2018年6月）

リスク

リ
タ
ー
ン

（日興アセットマネジメント株式会社が作成した資料に基づき、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成）

（ご参考）
各国・地域の

通貨（対円）の推移

オーストラリアドル

香港ドルシンガポールドル

米国ドル

（2018年1月初～2018年6月末）

A

B

※グラフ起点を100として指数化

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。
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オーストラリア・アジアのリートの今後の見通し

⚫ ホテルの新規供給が落ち着く見込みであることに加え、外国人観光客の増加により需要が高まっ
ていることなどから、ホテルセクターに注目しています。

⚫ オフィスセクターについては、今後数年間の新規供給が限定的で、需要の底堅い推移が見込まれ
るなか、優良なオフィスの賃料が底を打ち、上昇サイクルに入ったとみられ、引き続き注目して
います。

香港

シンガポール

⚫ 香港郊外の商業施設においては、域内消費が底堅く推移するなか、テナントの入替えや物件のリ
ニューアルによる賃料上昇余地の大きさなどを背景に、引き続き収益拡大が期待されることから、
小売りセクターに注目しています。

⚫ 珠江デルタ（中国の深セン、広州などの珠江河口地域）について、政府主導での開発が進められ
ており、需要の高まりが見込めることから、特に、広州地域の物件を保有するリートに注目して
います。

• オーストラリアの相対的に安定した経済やアジア地域全体の高水準な経済成

長は継続するとみており、良好な不動産ファンダメンタルズが続くと見込ま

れることや、他の国・地域と比較して高い分配金利回りなどを背景に、オー

ストラリアやシンガポール、香港のリートは引き続き注目されると考えられ

ます。

• 今後のリスクとしては、米国長期金利の上昇が想定以上に加速する可能性や、

米中貿易摩擦の深刻化を受け、世界経済の成長が減速する可能性が挙げられ

ます。これらのリスクに留意しながら、今後も、オーストラリアとアジアの
国・地域の景気動向や不動産ファンダメンタルズ、各市場の成長見込み、制

度整備状況などを見極め、幅広い投資機会に注目し、柔軟な銘柄選別を行っ

て参ります。

以下では、地域別にご説明いたします。

⚫ eコマース市場拡大を背景として、物流施設の需要が高まっていることから、産業施設セクター
を有望と考えています。

⚫ シドニーやメルボルンの都市部を中心に、高いオフィス需要を背景として賃料上昇が見込まれて
いることから、引き続きオフィスセクターに注目しています。

⚫ 保育園や医療センター、農作地などを保有するニッチな分野のリートにも注目しています。

オーストラリア

Eric Khaw

日興アセットマネジメント
アジア リミテッド
ポートフォリオ・マネージャー

上記は、当ファンドの主な投資対象である、「オーストラリアリートマザーファンド」の運用を行う「日興ＡＭリミテッド」および「アジ
アンリートマザーファンド」の運用を行う日興アセットマネジメントアジア リミテッドからのコメントなどをもとに、日興アセットマネ
ジメント株式会社が作成した資料に基づき、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成したものです。
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収益分配金に関する留意事項
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リートの価格変動リスク、為替変動リスク、信用リスク、カントリーリスク、流動性リスク、株価変動リスク

※基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。

【その他の留意点】
●分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当
分、基準価額は下がります。分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売
買益）を超えて支払われる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになり
ます。また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。投資者のファンドの購
入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入
後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

●ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

ご購入の際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資者の皆様の
投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがありま
す。信託財産に生じた利益および損失は、全て投資者の皆様に帰属します。投資信託は預貯金と異なります。

お申込みメモ

信 託 期 間 無期限（2017年2月1日設定）

決 算 日
＜Ａコース、Ｂコース＞毎月14日（休業日の場合は翌営業日）
＜Ｃコース、Ｄコース＞毎年4月14日および10月14日（休業日の場合は翌営業日）

収 益 分 配
毎決算時に収益分配方針に基づき分配します。
※将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。
※分配金再投資コースの場合は、税金を差し引いた後、自動的に無手数料で再投資されます。

購 入 単 位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

購 入 価 額 購入申込受付日の翌々営業日の基準価額とします。

換 金 単 位 販売会社が定める単位とします。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

換 金 価 額 換金申込受付日の翌々営業日の基準価額とします。

換 金 代 金 原則として、換金申込受付日から起算して7営業日目からお支払いします。

換 金 制 限 大口の換金には制限を行う場合があります。

申 込 締 切 時 間 原則として、販売会社の営業日の午後3時までとします。

購 入 ・ 換 金
申込受付不可日

申込日当日が次のいずれかの場合は、購入・換金のお申込みを受け付けないものとします。
（休業日については、委託会社または販売会社にお問い合わせください。）
・シンガポール証券取引所の休業日 ・香港証券取引所の休業日
・オーストラリア証券取引所の休業日およびシドニーの銀行休業日

課 税 関 係
課税上は株式投資信託として取り扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度および未成年者少額投資非課税制度の適用対象です。

ファンドの費用

▼お客様が直接的にご負担いただく費用

【 購 入 時 】
購 入 時 手 数 料

購入価額に販売会社が個別に定める手数料率を乗じて得た額とします。
（上限3.24％（税抜3.0％））

【 換 金 時 】
信託財産留保額

ありません。

▼お客様が間接的にご負担いただく費用

【 保 有 期 間 中 】
実 質 的 な
運 用 管 理 費 用
（ 信 託 報 酬 ）

純資産総額に対して年率1.7064％程度（税抜1.58％程度）

当ファンドは他のファンドを投資対象としています。したがって、当ファンドの運用管理費用（年率1.1124％（税抜1.03％））に当
ファンドの投資対象ファンドの運用管理費用（年率0.594％程度（税抜0.55％程度））を加えた、お客様が実質的に負担する
運用管理費用を算出しています。ただし、この値は目安であり、投資対象ファンドの実際の組入状況により変動します。

【 保 有 期 間 中 】
そ の 他 の 費 用 ・
手 数 料

監査費用、有価証券の売買・保管、信託事務にかかる諸費用、投資対象ファンドの解約に伴う信託財産留保額等をその
都度（監査費用は日々）、ファンドが負担します。これらの費用は、運用状況等により変動する等の理由により、事前に料率、
上限額等を示すことができません。

※上記の手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、上限額等を事前に示すことができません。また、上場投資信託は市場
の需給により価格形成されるため、上場投資信託の費用は表示しておりません。

ファンドの投資リスク



販売用資料

■当資料は、投資者の皆様に「オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド（愛称：ＡＡフォーカスリート） Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／
Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）／Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）」へのご理
解を深めていただくことを目的として、ちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。■掲載されている見解は、当
資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動や運用成果などを保証するものではありません。

オーストラリア・アジアＲＥＩＴファンド [愛称：ＡＡフォーカスリート]
Ａコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）／Ｂコース（為替ヘッジあり・毎月決算型）
Ｃコース（為替ヘッジなし・年２回決算型）／Ｄコース（為替ヘッジあり・年２回決算型）
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【 ご留意事項 】
●当資料はちばぎんアセットマネジメント株式会社が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではあり
ません。

● ご購入のお申込みの際は、最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断く
ださい。

●投資信託は値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクを伴います。）に投資しますので基準価額は

変動します。したがって、投資元本や利回りが保証されるものではありません。ファンドの運用による損益は全て投
資者の皆様に帰属します。

●投資信託は預貯金や保険契約とは異なり預金保険機構および保険契約者保護機構等の保護の対象ではありませ
ん。また、証券会社以外でご購入いただいた場合は、投資者保護基金の保護の対象ではありません。

●当資料は信頼できると判断した各種情報等に基づき作成していますが、その正確性、完全性を保証するものではあ
りません。また、今後予告なく変更される場合があります。

●当資料中の図表、数値、その他データについては、過去のデータに基づき作成したものであり、将来の成果を示唆あ

るいは保証するものではありません。また、将来の市場環境の変動等により運用方針等が変更される場合がありま
す。

●当資料で使用している各指数に関する著作権等の知的財産権、その他の一切の権利はそれぞれの指数の開発元
もしくは公表元に帰属します。

商号等 登録番号

加入協会

日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資顧問
業協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社千葉銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第39号 ○ ○

ちばぎん証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第114号 ○

株式会社東邦銀行 ※ 登録金融機関 東北財務局長（登金）第7号 ○

とうほう証券株式会社 ※ 金融商品取引業者 東北財務局長（金商）第36号 ○

委託会社およびファンドの関係法人

■委託会社 ： ちばぎんアセットマネジメント株式会社 ［ファンドの運用の指図］

金融商品取引業者 ： 関東財務局長（金商）第443号

加 入 協 会 ： 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人 日本投資顧問業協会

ホ ー ム ペ ー ジ ： http://www.chibagin-am.co.jp/

サ ポ ー ト ダ イ ヤ ル :  03-5638-1451 受付時間 9：00～17：00 [土日・祝日等は除く]

■受託会社 ： 三井住友信託銀行株式会社 ［ファンドの財産の保管および管理］

■ 販売会社 ： 下記の【販売会社一覧】をご覧ください。［募集・販売の取扱い、目論見書・運用報告書の交付等］

販売会社一覧

※オーストラリア・アジアREITファンド Aコース（為替ヘッジなし・毎月決算型）のみの取扱いです。

http://www.chibagin-am.co.jp/

